
第１回 「中海会議」【概要】 

                              日 時：平成２２年４月２２日（木） 
                                  １３：５０～１６：４０ 
                              場 所：米子コンベンションセンター 
                                  ２階 国際会議室 

【議事】(中海会議設置要綱案) 

○近藤安来市長  

 安来市としてもこれまで諸問題について国交省、島根県に要望してきた、特に高潮、内水につ

いて。家屋への浸水、農地の冠水等の被害が発生しており、県ともいろいろ協議している。この

会議でもぜひ「中海沿岸の内水対策に関すること」を協議検討内容に加えてほしい。安来市のみ

ならず、ほとんどの市町が高潮、あるいは内水対策の課題を持っている。 

○鞁嶋東出雲町長  

 東出雲町も同様で、意宇川下流の護岸の高潮問題等、安来市と同じ問題があるのでよろしくお

願いしたい。 

○野坂米子市長  

 平成２１年１月の中海護岸等整備促進協議会鳥取県部会の際に内水対策についても国として積

極的に対応していく旨伺っている。（１）の護岸等の整備に関することの中に含まれてくると理

解。 

○野坂米子市長  

大橋川の改修事業については、松江市、斐伊川水系の住民の方の気持ちを勘案し、水質問題、

農地排水不良等に関する問題等、未解決の問題もあったがあえて同意。この会議の開催には大変

感謝。 

○松浦松江市長  

（２）の水質の話で、何となくこのニュアンスから言うと、ウオッチングをする、モニタリング

をして状況を監視する役割のように感じるが、せっかく中海会議を設置したのだから、むしろ水

質の改善ということに部会なりを設けてぜひ積極的に対策を講じるための組織にしてほしい。予

算の話も出てくるかもしれないが、それはまた別途負担金なりで対応することとして、今まで

「水質改善対策協議会」というのがあったが、その「改善」は消さないで「水質改善」を前向き

にとらえる組織に。 

○野坂米子市長  

 設置要綱の条項の中では「水質及び流動などに関すること」となっているが、当然「改善」も

入ってくるだろう。我々も当然だが、松江市長さんと同様、改善も取り扱っていただかなければ

いけない。 

○平井鳥取県知事  

 私も全く同感。先般１２月１９日に協定締結した際も、これから未来に向けて水質改善をして

いくという目標を持とうと話しているところ。単なるモニタリングで終わることのないようにす

べき。お金の問題などは、それこそ国も県も市町村も集まった場で効率的にきちんとした議論を

して、お互いの役割分担を明確にすればよい。 

○平井鳥取県知事  

 勝山局長の中国四国農政局も、ぜひ水質などの問題について、もちろん後背の農業の問題もあ

るし、今まで干拓事業や淡水化事業でお世話になり、またそれに関連した農林水産事業もあるの

で、部会にご参加を。 

 

【報告・協議】(中海及び境水道の堤防、護岸等の整備) 

○平井鳥取県知事  

 確認だが、要は大橋川の拡幅が行われて、流量が増す前に下流域の方の湖岸堤の整備が済んで、

安全が保たれるという計画になっているという理解でよいか。 

○吉田中国地方整備局河川部長  

狭窄部の拡幅、それから堤防整備、それと並行する形で中海・境水道の整備を進めていくとい

うことで、やはり一番過去に被害の出ている、中海の高潮被害が出ている箇所については、下流
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部の拡幅工事を行う前にそこは少なくとも完了させるという今現在の工程を考えている。 

 

【報告・協議】(中海の水質及び流動) 

○野坂米子市長  

 第５期の中海に係る湖沼水質保全計画は、米子市も協力していく。と同時に、今回この中海会

議を設置する前のやりとりで、中海の水質や流動に係る測定箇所を必要に応じて追加するという

こと、また、両県知事の合意の文章では「中海全域の水質に継続的な変化が確認されるなど、新

たな水質改善策を講じる必要が生じたと判断される場合は、大海崎堤の開削も含め幅広く適切な

対策を協議検討していく」ということであり、今後ともよろしくお願いしたい。 

○松浦松江市長  

 水質改善では、宍道湖の場合も国、県、市町でも同じようなことをやっており、できればそれ

らを１つにしたような組織で有効に対策が打てるようなことを。水質改善は、これが原因だとす

ぐには返ってこない非常に難しいものだが、国、県、市のそれぞれの英知を結集していく必要が

ある。中海の場合、この中海会議でぜひ総合的な対策を打ってほしい。それぞれの役割分担はあ

るが、まず全体として総合的、統一的な対策を打ち出していく形で。 

○平井鳥取県知事  

大海崎堤の開削なども、これからのモニタリングの状況によっては検討をということであるが、

これは１２月１９日の溝口知事との合意もあるので、基本方針に基づいてやっていくという方向

性で議論をしていきたい。 

 松江市長からの意見に同感。改善に向けて一定の方向性を国、県、市町村の枠を乗り越えて取

り組んでいくという、他地域にはない分権型のやり方を今やろうとしていると考えている。 

○溝口島根県知事  

 国、県、市、一緒になって水質の対策を考えていく。早く部会を立ち上げて、具体的に水質の

状況の把握をどうしていくか、３者でどう協力していくか、それでどういう対策が必要なのかを

これからやっていただく。 

○平井鳥取県知事  

 メンバーについて、この農地の排水問題とか、これまでの堤防の問題も含めた淡水化や干拓の

事業もあるので、勝山局長（農政局）のところにも議論に加わっていただきたい。もともと堤防

が設置されていることも、水質に影響している可能性も今後ある。そこはこれからモニタリング

をしながらやっていかなければいけないが、農政関係の方も議論の場に加わっていただければと

いう趣旨。それぞれの事業には当然、制限もあるという前提で。 

○勝山中国四国農政局長  

 農水省が持っている対策事業や、位置づけや役割、河川管理者である国交省とはまた役割も違

うだろうが、そこは打ち合わせしながら検討させていただく。 

○平山中国地方整備局出雲河川事務所長  

 測定点の追加については、森山堤の開削を受け「森山橋地点」でその開削部を測定できる体制

をとっている。まだ開削後１年たっていないが、流向流速等の状況を見ながら、河川管理者の立

場として必要があれば今後観測地点の追加も検討していきたい。現時点は状況を見ているところ。 

 

【報告・協議】(中海沿岸農地の排水不良) 

○野坂米子市長  

 農地排水不良の問題については大変重要な問題だと認識。地元住民の間では、その原因は干拓

堤防の影響により地下水位が上昇し、排水不良の被害が多くなったなどの意見が根強い。対策の

一つとしては、圃場の地盤を客土によるかさ上げが一番よいかと考えている。県から一つの方法

として地元に提案いただいた工事残土などを利用した土地改良事業について、地元関係者は、排

水不良対策のモデル圃場として受入れに向けて具体的に動いていると承知。ただ、今後の工事残

土の有無等の情報が必要なので、よろしくお願いしたい。 

○鹿田鳥取県農林水産部長  

 昨年から地元の方で３３数戸の農家が新たに土地改良事業に取り組みたいという話があったも

の。残土利用というのは有効な手段で他に好事例もあるが、残土がいつごろ出るかは時期未定で
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あり連携して向かう必要あり。排水不良地は１００ヘクタールぐらいの規模。モデル地区は約３．

３ヘクタール。これを県の方の単独事業と米子市との負担で、少しでも農家の負担を減らしてい

く方向で検討中。 

○福田中国地方整備局長  

 湖岸堤の事業によってどういう残土が出てくるのかは、これから具体的に個別の調整をするの

で、その結果出てくる残土の情報提供についてはやぶさかでない。そのほか関係する事業で、コ

ストの問題もあるだろうが、流用できるものの有無をそういう視点で情報整理していきたい。 

 

【報告・協議】(中海の利活用) 

○溝口島根県知事  

 県ができるもの、やらなければいけないもの、或いは地元でやった方がいいもの、いろいろ案

づくり、アイデア出しを一緒に考えるのは良い。その過程で民間の意見を聞き、また参加もあり

得る。観光面は山陰文化観光圏が具体的に進捗中。観光以外の面でもワイズユースという広い分

野でいろんな協力が具体的に進むように。 

○平井鳥取県知事  

 国、県、市町の境なく一緒に中海をきれいにしていく行動を起こすべき。その意味で、圏域を

またぐ人たちに共通の言葉、モットーなどを形成するのも一つのアイデア。循環型の利用が可能

な海藻の農業関係への利用や、サイクリングロード、船を浮かべて、今、地元の人たちが安来と

米子の間を往来したり、松江と境港の間に船を通すということをやっているが、そうした観光利

用も含めたワイズユースを圏域として進めていく具体的プロジェクトとして考えるのも良い。 

○松浦松江市長  

 例えば私たちが小さいころからなれ親しんだ食べ物、アカガイなどの水産物を一つの共通目標

にして、水産振興を共通の課題・目標として掲げていただくとありがたい。アカガイなどは県境

は全く関係ないし、しかもここに住んでいる人たちは、昔から同じここの地域の食べ物というこ

とでなれ親しんでいる。それはアカガイに限らず中海七珍、十珍などでもいい。 

○田中航空自衛隊美保基地司令  

 航空自衛隊は美保基地ということで中海に面している。（野鳥が航空機とぶつかって民航機あ

たりが欠航することも年何回、また航空燃料を大量に持っているので、災害発生時の中海への流

入防止など、対策をとっている。）この会議で得た情報をもとに、しっかりやっていきたい。 

○徳丸中国四国地方環境事務所長  

 水質モニタリングや改善については、私どもも参画をしており、しっかり意見・助言を、場合

よっては支援をさせていただくことを検討したい。ワイズユースの事業、生物多様性の課題に対

しても、ＣＯＰ１０、第１０回締約国会議でも一つの流れであった「民間企業の参画」について、

鳥取、島根の地元企業の参画を検討されてはどうか。 

 

【まとめ】 

○平井鳥取県知事  

 水産の振興を両県もぜひやろうということはかねて合意。例えばアカガイないしサルボウの漁

場再生のプロジェクトは緒についたばかり。確実に生息の可能性は強まっていると思われるが、

生物多様性が中海で取り戻せるようにやっていきたい。水産の方で別途持っている協議の場とも

連携して、目標設定してやっていけばよい。 

 今後の進め方については、例えば年に１回の開催は始まる前の合意だが、具体的に次回をどう

するかということは、例えば予算編成がなされる過程でぜひ開くべきだとか、あるいは事情が大

きく変わるようなデータが出てきたとか、状況を見ながら臨機応変に、幹事会にも諮りながら決

めていく。 

 今日のご意見で共通していたのは、新しい協議の場ができたことへの歓迎の言葉。今までは、

それぞれ市町村なりで悩みながら内水対策をやったり、水質改善も、それぞれが場当たり的とは

申さないが、それぞれの考え方でやるわけであり、コーディネートが十分できていなかった。た

だ、大橋川の事業が進むなど事態が動き始めており、ぜひこの中海会議を活用してきれいな中海

にしていこうという決意がいただけたと思っている。 
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